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        君橋・早川・藤永:海 水,苦 汁に艶するマグネシウムの定量法知.見
 以上の計算に依 り第一段 にはC.athode抵 抗値の低いもの,第 二段には陽極負荷抵抗の低い,
も,の,例 えば6S97,2A3の 組合せの檬なものが渚え られ・位和のズレさえ無ければ十数MC
迄稜振 し得 る可能性を有する事が解った.
 4.結 言  以上の實験並びに計算により増巾器を愼重に設計 して 波型歪,位 相のズレを
除いた場合 には廣周波域に亘 り安定且明瞭な正弦波を護振 し得 ると共 に,可 成 り計算値 と合致 ・
した結果を示す事 を認めた.依 つて,目 下更に廣周波域の護振 を實験す ると共に此を使用 し,
攣形した矩形波,衝 撃波稜生装置を試作實瞼中であり他の機會に爽表の豫定である.
       海 水 ・苦 汁 に樹 す るマ グ ネ シウ ムの
       定 量 法 知 見
           石 橋 雅 義 ・早 川 久 雄 ・藤 永 太 一 郎
 輕金属マグネシウムの重要性は今後盆々期待されるのであるが,戦 後の本邦に於けるこの も
のの資源は專 ら海洋(海 水,苦 汁)に 求めなければならぬ.
 あらゆる化學元素の資源的開獲並びに物質的債値の決定及び向上の爲に,該 元素の定量分析
は必須 不可嵌的重要性を有する.さ れば海水,苦 汁等に於けるマグネシウムの定量分析は極め
て大切であ り,且 つ共存するカルシウムとの分離 も亦頗 る肝要 な問題である.
 從來行はれて居たマグネシウムの重量分析法,即 ち燐酸鞭法,オ キシン盛法等に封 し,著 者
等は中和滴定法及び電流滴定法 による新容量分析法を提唱 し,併 せて重量分析の際の蔭酸 によ
るカルシウム分離法の簡易化につき行った買験要旨を報告する.
 1.C民 よりM区 の簡易分離法  從來法 に比1し異る所は,試 料溶液 にNII.tClを 加へIIC1
酸性の儘蔭酸 アンモニウムを加へておき,加 熱,煮 沸直前に於てメチルレツドを攣色 し絡 る様
にNIL10Hを 加へる鮎であつ巧・沸騰後は可及的迅速に冷却・濾過・洗游 を行 うのである・
之によれば.從 來法の如 く再沈澱を行わないでも完全に分離定量 されることが知 られた.術,
下記海水の各滴定研究 に於て,重 量分析にこの分離法を適川し満足すべ き結某を得た.
 2・ 中和滴定によるNgの 定量  試料溶液(M9と して30m9以 下)に メチルオレンヂを加
へHC1に て極微酸性 とし, C(,2を 追ひ出し,之 をK(りHで 中和 し満定の出獲黙 とする.之
にKOI MilV,L.準溶液を一定過剰加へMg(OI I)L)を沈澱せ しめ,加 熱煮沸 し,放 冷後Mg(O]1)L)
を吸引,濾 過,洗 潅 し,濾 液洗液 を合 して250mlに 正確に稀繹 し,そ の50mlを とり11C1標
準溶液を以て中和滴定 し,泊 費 されたK(♪Hの 量 よりMgを 定量 した. KOH(又 はNT aOH)
標準溶液は,特 に(X)L)を 含んでゐてはならない・CaがMgと 等量以上共存する時は正誤差
を生する.第1表 は,海 水 に封 してこの滴定法を川いた分析結果である.
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  ∴垂一.痢 型9・2辱一琉?・1…[…122N墨}・1見榊 ・MFI重 ・・… よ釜M判 陛 警一
   20m11 25inl  O.77・・1 25.63mg… 25.51m9 …+〔},り9m9
    ノ/      1      〃           0.741nl       25.81111S.           〃      .   十〇.27】n9
    〃 13・ ・1 2・・3・1 25・73m9旨 〃 1・ ・.・9m・
 第2表 は,1・ ・」じく一苦汁(20倍 に稀縄)に 癒lIjし た實!l.1結果 を示 す..
                第   吐  表
  苦汁(…)1,・ ・…85・-K・H i1 O・107・IMIG収 …され・M・1蘇 法・よるM・ 隈 差
   1tOnil        3511】1       2.16m1       28.82mg      289こ〕lng   昌   一〇.08【ng   
〃 i ・/  2.13ml 29.0・mg  ・/ i.,・.・lmg
                                                                              
    〃 i."  2・15ml 28・88m・  〃 ;一 ・12m・
 更 に別法 としてMg(OH)'L)沈 澱を一・定量 のH2901に 溶か し, KOHで 逆滴定 もイ.了つたの
で あるが,こ の場iiは 楕 々負誤 差を生 じる.前 記 の滴 定法 は, Mg(OII)2の 洗溝 に困雌 が あ る
が,迅 速容 易に良好 な結 果が得 られ る ものであ る.
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 3・ 電流滴 定に よるMgの 定量  水銀滴下電枢 を指示電極 とC,1N-NH.!.Cl, NII.IOI1緩i
衝 溶液内 に於 て・ オキ シン標準溶液 を以 てP' ii接に滴定 した.即 ち,第1瞬1に 於 てR, C,を 適 當
に加減 す る事 によ り・水銀滴下 陰極E,と 規 定廿乗陽極N.C.E.の 間 に1.6Vの 分極㌔ε極 が加
は る様 にな し・滴定槽T,C.に 議t料(例 へば,上 記 の緩衝溶液25m】 に海ノk 5mlを 加 へた も
                   (100)
          小野・渡邊:^ミ ントナイトの膨潤度に關する二三ω知見
の)を 入 れ,槍 流計Gの 譲 みを とる.次 にオキシ ンアル コール標 準溶液 を一一・定量加 へ,毎 回 水
素 瓦斯 麗拝 をな し,電 流 の讃み を とる.加 へたオキシンの量 を横軸 に,電 流 の大 さを縦軸 に と
る と第2岡 の如 き滴 定曲線 が得 られ る.即 ち,1.6Vに 於 てはMgは 還 元を受けないか ら, M9
オ キシ ン鷺が沈澱 す る悶は電流値 は残除電流 の範 囹で一定 であ る.然 し,オ キシ ンが泄剰 にな
る と,そ の還元 に基 く霜流 が急増 して終結黙が定め られ る.貿 際土,オ キシンの添加 は絡 結黙
の前後 各2回 で充分正 確 に定 まる.第3表 は,海 水(魚 崎海岸 探取,鞭 素量 コ15.74)に 封 し,
この滴 定法 を用 い た結 果 を示 し,第4表 は同 じ く苦 汁(日 本 マグネ株 式會肚 の濃 厚苦 汁 を10倍
稀 繹 した もの)に 封 し鷹用 した結果 であ る.
                 第   3  表
   海 水1・ ・シン燃 オキシンゴ測 見・・れt・M・1藪 法・よるM・ 誤 差一
    ・・1 8・・5mll・ …8 5・458・g 5・455・g -・・…3m・
    〃      805ml 「    〃      5.458mg       〃      -0,003mg
    '/  8・OOml  .t! 15.424mg  " 「 一 O・031mg
   ・              第   4  表
  甜(・ 画 ・… 綱 オキシンカ債i見 出され・M・融 法・・よるM・1誤 差
    2ml    28.30ml     O.672     19.02mg    l9.05mg     -0.03mg
    lml    14.00ml      〃      94りmg    9,53mg     -O.13mg
 上 藷巳滴 定法 に於 ては,NH{臨 が過 剰 に存 在 す る故1二共存 す るCaは 海水程 度では影響が な
い ことが知 られた.從 つて豫 め除去 しな くて も定量的結果が得 られ る.帥 ち,本 滴定法 によ り
海 水は その儘 オキ シン溶液 で直接滴定 され,而 も稀薄微量 のNgが 容易 に定量 される特徴が あ
ろ.
 因みにXVattenbei'gの,巨 尋えた数値 を用い,臨 素量 か ら計算 したM宮 は5.4301rg/15ceで あ
つ て,第3表 の値 と驚 くべ き一一致 を示 し,海 水主要成分 の均一性 を如 貴 に表 わしてい る.
    ベ ン トナ イ トの膨 潤 度 に關 す る二 ・三 の知 見
              小 野 宗 三 郎 ・渡 邊 武 彦
 ベ ントナイ トの膨潤現象の原因にっき知見を得 る如 き皆験結果を得 たるによb報 告す.
 供試ベ ントナイ トは新潟縣産及北海道産のもので,本 報文 にては代表 として新潟縣産の もの
につ き得 られた結果を述べ る.
 1・ 膨潤受の測定方法:本 實瞼に用いたる方法は,内 容30ごcの目盛及栓付圓筒 を用 い,之 に
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